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解析体制

北島正章 准教授 (北海道大学 工学研究科)

• 下水疫学の国内第一人者の一人
• 東大博士卒→アリゾナ大→MIT(Singapore)→現職
• COVID-19の下水疫学の論文は19本で国内最多、グローバルでもトップクラ
スの業績

• オリンピックリスクアセスメントの研究グループ（MARCO）メンバー
• 国内初、下水試料からSARS-CoV-2検出成功
• 塩野義との共同研究により、従来手法に比べ約100倍高感度のウイルス検

出手法を開発

夏目徹
産総研 創薬分子プロファイリング研究センター長
ロボティクス・バイオロジー・インスティテュート社 取締役

• ヒト型汎用ロボットシステム「まほろ」開
発者

• ロボットによる下水疫学調査自動化
を委託

• シオノギが開発した新手法を自動化ラ
インで実行、ウイルス量を定量予定

佐藤孝明
筑波大学プレシジョン・メディスン開発研究センター長
iLAC社 サイエンティフィックファウンダ
株式会社島津製作所 フェロー

• 日本のNGS解析のシェアNo1
• 変異解析などを委託することで、
変異状況のデータをオプションと
して提供する予定
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3月19日のプレスリリース

https://www.shionogi.com/jp/ja/news/2021/03/210319.html

tw06073
四角形
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サービスの流れ

サンプル
(100mL程度)

1日

病院

必要以上の病床保による医療圧迫や
病床不足による医療崩壊を予防

感染対策と
経済対策の両立

・データ解析
・AIによる予測
・レポート作成

測定データ

下水処理場 RBI社

ロボットによる自動化によ
りハイスループットに解析

1~3日

シオノギ

必要病床数を提示

行政判断

街
下水

データ
現在、開発中

tw06073
四角形
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4月14日プレスリリース

• 4月15日～6月14日の2ヵ月

• 府内10処理場にて毎日～週3回の頻度

• 健康医療部、都市整備部とシオノギにて役割を明確
化

https://www.shionogi.com/jp/ja/news/2021/03/210319.html

tw06073
四角形


